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第85号
発行：北部農林水産振興センター

農業改良普及課
住所：沖縄県名護市大南１－１３－１１
電話：０９８０－５２－２７５２
ＦＡＸ：０９８０－５１－１０１３

普 及 だ よ り

ちゅ

http://www.pref.okinawa.jp/site/norin/norin-hoku-nokai/timutyurasa.htmlバックナンバーはこちら→
または右上QRコードでご覧になれます。

指導農業士：金城 誠氏

(宜野座村：キク)

宜野座村、花卉園芸農業協同組合、及び北部地区青年クラブ
の組織活動の役職に数年間就いており、地域からの信望は非
常に厚く、新規就農者や青年クラブ、他地区からの視察受入
など、地域農業の振興および後継者育成に尽力しています。

指導農業士：大城一秀氏

(金武町：マンゴー)

金武町マンゴー生産組合の事務局として長年組織活動を支え、
毎月の講習会やほ場視察で資質向上にも努めており、昨年の
沖縄県マンゴーコンテストでは優秀賞を受賞しています。
また、農業次世代人材投資事業（開始型）資金受給者の状況
調査に同行しアドバイスを行うなど後継者育成にも尽力して
います。

青年農業士：平良 哲氏

(本部町：ヘチマ、ピーマン、ゴーヤー)

金武町で農業アドバイザーを行う等指導実績や農業知識も豊
富であり、JAや農大、普及課の新規就農講座等の視察受入や
相談のある新規就農者への巡回・助言を実践しています。ま
た、北部地区及び本部町青年組織メンバーとして町イベント
等地域活動に積極的に参加しており、信望は厚く、地域農業
の中核的担い手として活躍しています。

９月１３日に沖縄県男女共同参画センターで
平成29年度沖縄県青年農業士・指導農業士お
よび女性農業士認定式が開催されました。
当日は台風前の悪天候でしたが、新規に認定
された３名の応援に、地元市町村職員、先輩
農業士も出席し激励しました。
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私たち７3名も就農をサポートします！ ～北部農業士会～
農業士は、農業青年や新規就農者に対し農業のアドバイスを行う等の指導的役割を果たしています

新規就農相談については、普及課担い手担当までお問い合わせください
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（ｻﾄｳｷﾋﾞ・野菜）

上原克也
（繁殖牛）

名嘉好子
（野菜）

農業士（生活指導士）の主な任務・役割
・新規就農希望者の研修受入
・研修会、講習会等の助言や講師を務める
・地域農業の発展やコミュニティ活動の推進者
・行政への提言と地域農業振興協力者
・男女共同参画の実現に向けた推進協力者
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（パッション・アテモヤ）

大城 保
（トマト・ゴーヤー）
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東 一幸
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川上達也
（水稲）
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仲里安昭
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上原克章
（ﾋﾟｰﾏﾝ・水稲）

佐久川和雄
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金城美代子
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（ｽｲｶ）
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1, 
65万円(単式簿記の場合は10万円)の控除が受けられます。

2, 

赤字を翌年以降3年間は黒字所得から控除できます。

3, 

家族への給与を適正額の範囲で全額経費にできます。

4, 

30万円未満の固定資産なら1年で全額経費にできます。

5, 

品目の枠にとらわれず、自然災害による収量減少だけでなく、
価格低下等も含めた収入減少を補てんする保険に加入できます。

※すでに青色申告実績がある方は平成31年1月から加入できます。
これから青色申告に取り組む方は、平成30年3月15日までに税務
署に青色申告承認申請を行い、平成30年分の青色申告実績ができれ
ば、平成32年1月から加入できます。

※すでに青色申告実績がある方は平成31年1月から加入できます。
これから青色申告に取り組む方は、平成30年3月15日までに税務
署に青色申告承認申請を行い、平成30年分の青色申告実績ができれ
ば、平成32年1月から加入できます。

普 及 だ よ り

青色申告には以下の特典があります！

（担当：與座）

・青色申告をしたいが、なかなか簿記記帳する時間が作れない方
にオススメです。

・平成29年申告の申し込み期間は個人事業者が11月末までとなっ
ていますが、平成30年申告からの申し込みを考えてる方も含め、
詳しく説明を聞きたい方は北部営農振興センターへお問い合わ
せ下さい。（北部営農振興センター TEL:0980-54-0015）

書類：所得税の青色申告承認申請書
（税務署または国税庁ホームページから入手）

場所：税務署窓口
期限：①青色申告する年の３月１５日まで
（新規就農の場合、事業開始から２ヶ月以内）

書類：所得税の青色申告承認申請書
（税務署または国税庁ホームページから入手）

場所：税務署窓口
期限：①青色申告する年の３月１５日まで
（新規就農の場合、事業開始から２ヶ月以内）

平成29年 11月27日 （4 P）


